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主な内容

レ
ン
タ
イ
ン
デ
イ
へ
の
贈
り
物

で
は
な
い
。
別
名
「
共
通
番
号

法
」と
い
う
。一
人
一
人
の
国
民

す
べ
て
に
番
号
を
振
り
つ
け
、

そ
の
生
涯
に
わ
た
っ
て
年
金
・

雇
用
・
医
療
・
介
護
な
ど
の
収
支

管
理
を
す
る
と
い
う
。
幾
度
と

な
く
出
た
り
消
え
た
り
し
て
い

る
が
大
き
な
お
世
話
だ
。
社
会

保
障
総
背
番
号
制
度
と
い
う
の

も
あ
っ
た
。「
税
と
社
会
保
障

の
一
体
改
革
」に
も〝
給
付
と
負

担
の
公
平
〟
の
理
屈
が
貫
か
れ

て
い
る
▼
無
条
件
で
国
家
に
す

べ
て
を
任
せ
る
に
は
国
民
の
理

解
は
未
だ
し
、
と
い
う
マ
ス
コ

ミ
調
査
も
多
い
。
医
療
の
先
行

き
も
不
透
明
で
、
肝
心
の
国
の

行
く
末
自
体
が
闇
の
中
で
あ

る
。
住
基
台
帳
の
時
に
明
ら
か

に
な
っ
た
情
報
漏
え
い
は
な
い

の
か
▼
情
報
を
巡
っ
て
、
国
家

と
人
権
は
絶
え
ず
緊
張
の
関
係

に
あ
る
。　
世
紀
初
頭
の
ド
イ

２０

ツ
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
虐
殺
に
至
る

前
、
城
砦
で
囲
ま
れ
た
都
市
国

家
の
間
を
さ
す
ら
う
ジ
プ
シ
ー

は
弾
圧
の
対
象
と
な
っ
た
。
情

報
伝
達
の
未
発
達
な
社
会
に

あ
っ
て
、
遊
牧
民
族
の
彼
ら
が

伝
え
る
情
報
は
貴
重
だ
っ
た
。

ア
ラ
ブ
の
春
・
中
東
の
政
変
も

耳
に
新
し
い
▼「
共
通
番
号
法
」

が
動
き
出
す
と
き
、海
外
に
資

産
を
移
す
投
資
家
や
大
企
業
、

株
式
の
売
買
で
巨
額
な
金
を
動

か
す
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
ゲ
イ
ン
も

捕
捉
・
課
税
さ
れ
る
の
か
？
　

根
本
部
分
で
の
不
信
は
消
え
な

い
▼
ち
な
み
に
、「
医
療
を
成
長

産
業
に
す
る
」と
い
う
政
権
は
、

「
歳
入
庁
」の
設
置
と
い
う
形
で

国
民
の
懐
に
手
を
突
っ
込
ん
で

く
る
意
図
を
つ
い
に
あ
か
ら
さ

ま
に
し
た
。と
ん
で
も
な
い
法

案
に
、ご
用
心
、ご
用
心
。 （
光
）

　「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
法
」が

２
月
　
日
、

１４

国
会
に
上
程

さ
れ
た
。
バ

シルクホールで講演する小出氏

改定のポイントを解説する点数検討会を３段階で開催しています。
開催の詳細及び申込用紙はグリーンペーパーに掲載。
Step 2『点数表改定のポイント』説明会
　日　時　３月２４日（土）午後２時～
　会　場　①京都市会場：京都産業会館・シルクホール
　　　　　②北  部  会  場：舞鶴メディカルセンター
　資　料　『点数表改定のポイント・２０１２年４月版』
Step 3『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』説明会
　日　時　４月２６日（木）午後２時～
　会　場　①京都市会場：京都烏丸コンベンションホール（変更）
　　　　　②北  部  会  場：舞鶴メディカルセンター
　資　料　『新点数運用Ｑ＆Ａ・レセプトの記載』

診療報酬新点数検討診療報酬新点数検討会会

　
３
月
５
日
に
開
か
れ
た
厚
生

労
働
省
主
催
の
説
明
会
に
お
い

て
、
２
０
１
２
年
度
診
療
報
酬

改
定
の
財
源
配
分
は
、
入
院
＋

２
・
　
％
、
３
３
０
０
億
円
、

０７

入
院
外
＋
１
・
　
％
、
１
４
０

０１

０
億
円
と
公
表
さ
れ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
外
来
１
４
０
０
億
円

に
は
在
宅
医
療
が
含
ま
れ
る
。

翻
っ
て
２
月
　
日
の
中
医
協
資

１０

料
で
は
、
在
宅
医
療
の
充
実
に

１
５
０
０
億
円
を
配
分
し
た
と

さ
れ
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
在

宅
医
療
の
充
実
を
は
た
す
た
め

連
携
に
関
わ
る
入
院
側
に
大
き

な
評
価
を
与
え
、
外
来
１
４
０

０
億
円
の
多
く
が
在
宅
医
療
に

配
分
さ
れ
た
も
の
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
つ
ま
り
、「
疾
病

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
、
慢

性
疾
患
の
管
理
」
と
い
う
診
療

所
、
中
小
病
院
が
果
た
し
て
い

る
外
来
機
能
は
ほ
と
ん
ど
評
価

さ
れ
て
い
な
い
改
定
に
な
っ
た

こ
と
は
明
確
で
あ
る
。

　
事
実
、
再
診
料
を
　
点
に
引

７１

き
戻
す
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ

た
。
同
一
日
２
科
目
の
再
診
料

（
異
な
る
医
師
の
場
合
）が
新
設

さ
れ
た
が
、
外
来
管
理
加
算
が

併
算
定
で
き
ず
、
ま
た
　
点
と

３４

い
う
低
点
数
設
定
の
た
め
、
１

科
目
で
内
科
的
管
理
を
行
い
、

２
科
目
で
処
置
等
を
行
っ
た
場

合
は
２
科
目
再
診
料
を
算
定
し

な
い
方
が
点
数
は
高
い
と
い
う

不
合
理
が
生
じ
る
。

　
再
診
料
の
地
域
医
療
貢
献
加

算
は
時
間
外
対
応
加
算
３
区
分

に
再
編
さ
れ
た
。
地
域
医
療
貢

献
加
算
を
届
け
出
て
い
た
診
療

所
が
時
間
外
対
応
加
算
２
を
算

定
す
る
場
合
は
、
新
た
な
届
出

は
必
要
な
い
。
電
話
等
の
問
合

せ
に
常
時
自
院
で
対
応
で
き
る

場
合
は
、
１
（
５
点
）
の
届
出

を
４
月
　
日
ま
で
に
届
け
出
れ

１６

ば
、
４
月
１
日
か
ら
算
定
で
き

る
。
　
小
宮
山
厚
労
大
臣
の
意
向
に

よ
り
、
今
年
７
月
１
日
か
ら
、

悪
性
腫
瘍
特
異
物
質
治
療
管
理

料
や
生
活
習
慣
病
管
理
料
を
含

む
　
の
医
学
管
理
料
に
、
医
療

１４

機
関
の
屋
内
禁
煙
の
基
準
が
導

入
さ
れ
る
。
注
意
が
必
要
だ
。

自
宅
併
設
の
場
合
や
、
テ
ナ
ン

ト
の
場
合
は
、
医
療
機
関
の
保

有
ま
た
は
借
用
し
て
い
る
部
分

が
禁
煙
で
あ
れ
ば
良
い
。

　
全
て
の
開
業
医
に
関
係
が
あ

る
の
は
「
後
発
医
薬
品
の
使
用

促
進
策
」
の
更
な
る
強
化
だ
。

①
処
方
せ
ん
様
式
及
び
記
載
要

領
が
変
更
さ
れ
、
個
々
の
処
方

薬
に
つ
い
て
、
後
発
医
薬
品
へ

の
変
更
に
差
支
え
が
あ
る
と
判

断
し
た
場
合
、
個
々
の
医
薬
品

に
つ
い
て
、「
変
更
不
可
」
欄
に

そ
れ
ぞ
れ
バ
ツ
印
等
を
付
す
こ

と
に
な
っ
た
。
保
険
医
に
新
た

な
負
担
を
求
め
る
場
合
は
診
療

報
酬
上
の
評
価
を
上
積
み
す
べ

き
で
あ
る
の
に
、
処
方
せ
ん
料

本
体
を
据
え
置
い
た
こ
と
は
問

題
だ
。
②
処
方
せ
ん
料
に
一
般

名
処
方
加
算
２
点
が
新
設
さ
れ

た
。
調
剤
薬
局
の
在
庫
負
担

（
同
一
成
分
の
後
発
品
を
複
数

抱
え
ざ
る
を
得
な
い
現
状
）
は

改
善
さ
れ
る
べ
き
だ
。
し
か

し
、
安
心
し
て
処
方
で
き
る
後

発
医
薬
品
の
品
質
改
善
を
通
し

て
、
銘
柄
と
後
発
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
の
絞
り
込
み
が
優
先
さ
れ

る
べ
き
だ
ろ
う
。
保
険
医
に
一

般
名
処
方
が
強
制
さ
れ
る
流
れ

を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。
会
員

各
位
に
は
慎
重
な
対
応
を
お
願

い
し
た
い
。

　
２
０
１
２
年
度
改
定
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
「
再
編
」
と
「
連
携
」

だ
が
、
こ
れ
は
患
者
に
対
す
る

直
接
的
な
「
療
養
の
給
付
」
の

充
実
で
は
な
い
。
入
院
か
ら
在

宅
へ
の
患
者
の
流
れ
を
ス
ム
ー

ズ
に
す
る
た
め
に
様
々
な
施
策

が
点
数
化
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は

本
来
、
診
療
報
酬
以
外
の
施
策

で
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。「
療
養
の
給
付
」と
し
て
の

診
療
報
酬
の
あ
り
方
が
歪
め
ら

れ
た
。「
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
」
が
描
く
「
医
療
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
改
革
」
実
現
に

向
け
た
第
一
歩
に
固
執
し
、
診

療
所
、
中
小
病
院
の
外
来
機
能

を
評
価
し
な
か
っ
た
今
回
の
改

定
の
問
題
点
は
、
今
後
、
本
紙

に
よ
る
各
科
か
ら
の
報
告
で
明

ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

　
最
後
に
、
昨
年
秋
に
京
都
協

会
が
実
施
し
た
「
初
・
再
診
料

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
基

づ
く
再
診
料
改
善
要
求
運
動
を

受
け
て
、
保
団
連
社
保
・
審
査

対
策
部
会
に
お
い
て
も
全
国
規

模
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
が
検

討
さ
れ
て
い
る
。
保
険
医
の
実

態
に
基
づ
き
、「
診
察
に
あ

た
っ
て
、
基
本
的
な
医
療
の
提

供
に
必
要
な
人
的
、
物
的
コ
ス

ト
」
を
基
本
診
療
料
の
別
枠
に

新
設
さ
せ
る
と
と
も
に
、
医
師

の
「
診
察
に
あ
た
っ
て
、
個
別

技
術
に
て
評
価
さ
れ
な
い
よ
う

な
基
本
的
な
診
察
や
処
置
等
」

の
費
用
と
し
て
の
初
・
再
診
料

を
引
き
上
げ
る
た
め
、
こ
の
運

動
を
是
非
と
も
成
功
さ
せ
る
よ

う
保
団
連
と
と
も
に
活
動
し
て

い
き
た
い
。

　
東
日
本
大
震
災
、
そ
し
て
福

島
第
一
原
発
事
故
か
ら
丸
１
年

を
翌
日
に
控
え
た
３
月
　
日
、

１０

円
山
野
外
音
楽
堂
に
て
脱
原
発

を
求
め
る
イ
ベ
ン
ト
「
バ
イ
バ

イ
原
発
３
・
　
京
都
」
が
開
催

１０

さ
れ
た
。
参
加
者
は
目
標
を
大

き
く
上
回
る
約
６
０
０
０
人
。

協
会
の
飯
田
哲
夫
理
事
も
呼
び

か
け
人
に
加
わ
り
、
準
備
を
す

す
め
て
き
た
。

　
集
会
で
は
、呼
び
か
け
人
の

原
強
氏（「
バ
イ
バ
イ
原
発
９
・

　
」よ
び
か
け
人
）が
、「
大
飯
原

１１発
再
稼
働
の
動
き
が
活
発
化
し

て
い
る
が
、絶
対
に
許
さ
な
い

と
い
う
決
意
を
固
め
た
い
」と

挨
拶
。小
出
裕
章
氏
は「
こ
れ
だ

け
の
多
く
の
方
が
原
発
を
廃
止

し
よ
う
と
集
ま
っ
た
こ
と
は
、

大
変
心
強
い
。し
か
し
、で
き
る

こ
と
な
ら
、１
年
前
に
時
間
を

戻
し
た
い
」と
原
発
廃
止
に
　４１

年
間
向
き
あ
っ
て
き
た
か
ら
こ

そ
の
後
悔
の
念
を
吐
露
。「
こ
れ

か
ら
は
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を

発
揮
し
、原
発
を
廃
絶
に
追
い

込
み
た
い
」と
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー

プ
の
制
服
向
上
委
員
会
が

「
ダ
ッ
！
ダ
ッ
！
脱
・
原
発
の

歌
」
な
ど
を
披
露
し
、
会
場
を

沸
か
せ
た
。
締
め
括
り
は
呼
び

か
け
人
の
長
谷
川
羽
衣
子
氏

（「
バ
イ
バ
イ
原
発
・
京
都
」ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
）
が
「
原
発
の
な
い

社
会
を
目
指
し
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
中
心
の
社
会
を
実
現

す
る
こ
と
で
、
新
し
い
未
来
を

選
択
し
よ
う
」
と
決
議
を
読
み

あ
げ
、
確
認
し
た
。

　
集
会
後
は
、
四
条
通
か
ら
京

都
市
役
所
前
へ
デ
モ
行
進
し
、

通
行
人
に
「
危
な
い
原
発
は
今

す
ぐ
止
め
よ
う
」「
琵
琶
湖
の

水
を
み
ん
な
で
守
ろ
う
」「
原

発
を
止
め
て
も
電
気
は
足
り

る
」
な
ど
と
訴
え
た
。

　
ま
た
、
円
山
公
園
で
は
、
関

連
イ
ベ
ン
ト
が
各
種
開
催
さ
れ

た
。
フ
リ
ー
ト
ー
ク
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
集
会
前
に
制
服
向

上
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
小
出

氏
が
対
談
。中
・
高
校
生
の
メ
ン

バ
ー
か
ら
「
一
所
懸
命
、
歌
で

脱
原
発
を
訴
え
る
が
、
ま
わ
り

の
友
人
は
耳
を
貸
し
て
く
れ
な

い
。
聞
い
て
も
ら
う
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
」「
原
発
は

危
険
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
 っ

 て
い
な
が
ら
、な
ぜ
再
稼
働
を

し
よ
う
と
す
る
の
か
」
な
ど
率

直
な
質
問
に
小
出
氏
が
答
え
る

と
い
う
一
幕
も
あ
っ
た
。

　
同
日
夜
に
は
、
協
会
が
主
催

し
、
小
出
裕
章
氏
（
京
都
大
学

原
子
炉
実
験
所
）の
講
演
会「
福

島
原
発
事
故
の
真
実
～
事
故
が

つ
き
つ
け
た
原
発
の
危
険
」
を

開
催
。
定
員
い
っ
ぱ
い
の
約
８

０
０
人
が
参
加
し
、
ユ
ー
ス
ト

リ
ー
ム
配
信
で
も
４
０
０
人
が

視
聴
し
た
。

　
小
出
氏
は
、
福
島
原
発
の
現

況
に
つ
い
て
、
圧
力
容
器
か
ら

溶
け
落
ち
た
炉
心
は
格
納
容
器

内
に
あ
る
と
の
東
電
の
主
張
は

そ
れ
を
確
認
す
る
す
べ
が
な
い

こ
と
、
４
号
機
の
使
用
済
み
燃

料
プ
ー
ル
が
崩
壊
す
る
可
能
性

な
ど
の
危
機
的
状
況
が
続
い
て

お
り
、
政
府
の
事
故
収
束
宣
言

は
根
拠
が
な
い
と
批
判
。

　
大
気
中
に
放
出
さ
れ
た
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
は
広
島
原
爆
１
７

０
発
分
と
の
政
府
の
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

へ
の
報
告
に
対
し
、
世
界
各
国

の
研
究
者
は
こ
の
２
～
３
倍
と

い
う
評
価
を
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
海
に
も
同
じ
く
ら
い
流

出
。
も
し
今
ま
で
の
日
本
の
法

律
を
適
用
す
る
な
ら
、
膨
大
な

地
域
を
放
射
線
管
理
区
域
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
汚

染
を
受
け
た
。
政
府
は
そ
れ
ら

の
法
律
を
反
故
に
し
、
何
の
責

任
も
と
ら
な
い
ま
ま
、
こ
れ
か

ら
も
原
発
を
推
進
す
る
と
言
っ

て
い
る
。

　
米
国
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委

員
会
に
よ
る
　
年
の
Ｂ
Ｅ
Ｉ
Ｒ

０５

倆
Ⅶ
報
告
で
「
被
曝
の
リ
ス
ク

は
低
線
量
に
い
た
る
ま
で
直
線

的
に
存
在
し
続
け
、
し
き
い
値

（
こ
れ
以
下
は
安
全
と
の
値
）は

な
い
」と
し
て
お
り
、こ
れ
が
現

代
の
学
問
の
到
達
点
。
そ
れ
を

ど
こ
ま
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
か

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
居
続
け
れ
ば
被
曝
に
よ
る
健

康
被
害
が
避
け
ら
れ
ず
、避
難

す
れ
ば
多
分
生
活
が
崩
壊
す
る

と
い
う
苦
し
み
の
中
に
福
島
の

人
た
ち
は
い
る
。
こ
の
事
態
を

許
し
た
大
人
と
し
て
、
私
た
ち

は
ど
う
生
き
る
の
か
？
　
不
幸

に
も
起
こ
っ
て
し
ま
っ
た
事
故

か
ら
汲
み
取
ら
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
原
発
を
即
刻
全
廃
す
べ
き

こ
と
。
皆
さ
ん
と
と
も
に
や
り

と
げ
た
い
、
と
力
強
く
語
っ

た
。
詳
細
は
後
日
掲
載
予
定
。

円
山
音
楽
堂
を
埋
め
尽
く
し
た
市
民
で
訴
え

小
出
裕
章
氏
が
即
全
廃
を
訴
え

6000人 で バイバイ 原発

診療所、中小病院の外来機能は殆ど評価されず

基本診療料の引上げ運動が必要

入
院
外

理
事
長
    関
 　
浩

Step １ は終 了

3ステッ3ステッププ

必ずテキ
ストの引
替ハガキ
をお持ち
下さい
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協
会
は
山
科
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
２
月
９
日
に
開
催
。
地

区
か
ら
６
人
、
協
会
か
ら
６
人

が
出
席
し
た
。
山
科
医
師
会
の

紀
田
貢
理
事
の
司
会
で
開
会
。

鈴
木
学
会
長
が
「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
も
本
日
の
テ
ー
マ

に
挙
が
っ
て
い
る
が
、
国
の
財

政
赤
字
も
国
民
一
人
当
た
り
約

８
５
０
万
円
の
借
金
に
な
り
、

財
政
再
建
も
必
要
に
な
る
と
思

う
。
国
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加

意
向
だ
が
、
医
療
へ
の
影
響
も

危
惧
さ
れ
る
。
一
体
改
革
で
は

消
費
税
増
税
に
よ
る
国
民
へ
の

影
響
が
心
配
で
あ
る
。
今
年
も

医
療
界
に
お
い
て
は
大
き
な
問

題
が
あ
る
」
と
挨
拶
、
続
い
て

協
会
の
関
浩
理
事
長
が
挨
拶

し
、
各
部
会
か
ら
「
社
会
保
障
・

税
一
体
改
革
」
や
「
診
療
報
酬
・

診
療
所
経
営
に
影
落
と
す
改
定
に
危
惧

山
科
医
師
会
と
懇

山
科
医
師
会
と
懇
談談

２
月
９
日
　
山
科
医
師
会
診
療
セ
ン
タ
ー

　
人
が
出
席
し
て
開

１２か
れ
た
山
科
医
師
会

と
の
懇
談
会

改
定
内
容
で
は
な
い
こ
と
を
再

認
識
し
、
今
後
の
地
域
医
療
や

診
療
所
経
営
に
対
す
る
危
惧
が

出
さ
れ
た
。

　
そ
の
他
、
地
区
か
ら
の
政
府

は
も
っ
と
子
育
て
に
費
用
を
使

う
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
見

に
対
し
て
、
協
会
も
子
育
て
へ

の
支
援
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
一
体
改
革

で
出
さ
れ
た
新
保
育
シ
ス
テ

ム
・
幼
保
一
体
化
で
は
、
必
要

な
人
が
費
用
を
払
い
契
約
入
所

さ
せ
る
仕
組
み
に
変
え
ら
れ
よ

う
と
し
て
お
り
、
ま
す
ま
す
子

育
て
支
援
制
度
が
な
い
が
し
ろ

に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
付

言
し
た
。

　
最
後
に
、
協
会
が
行
っ
て
い

る
反
核
、
反
原
発
、
護
憲
、
環

境
な
ど
の
活
動
に
関
し
て
、
政

党
と
の
関
わ
り
な
ど
会
員
の
疑

問
に
答
え
る
か
た
ち
で
忌
憚
の

な
い
意
見
を
交
換
。
疑
問
が
解

消
し
た
と
し
て
、
懇
談
を
終
了

し
た
。

「隠された被曝労働」  　 日本の原発労働者 　

市民公開講演会・反核京都医師の会
第 32 回定期総会記念講演

　講　師　報道写真家　樋口 健二 氏
　日　時　４月１４日（土）
　会　場　京都市子育て支援総合センター
　　　　　こどもみらい館4F 第１研修室
　　　　　（中京区間之町通竹屋町下ル）　
主　催　反核京都医師の会
　　　　京都府保険医協会
　　　　京都府歯科保険医協会
第１部　１４:００～１６:３０
市民公開講演会・反核京都医師の
会第３２回定期総会記念講演
「隠された被曝労働」
－日本の原発労働者－
　講師　報道写真家 樋口 健二 氏
第２部　１６:５０～１７:２０
反核京都医師の会第３２回定期総会
①２０１１年度活動報告・決算報告　②２０１２年度役員
選出　③２０１２年度活動方針並びに予算案　④決議

舞鶴医師会との懇談会

　日　時　４月２１日（土）

　懇　談　午後２時３０分～４時

　場　所　舞鶴メディカルセンター

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
」、
各

部
会
の
報
告
を
行
っ
た
後
、
質

疑
応
答
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
社
会
保
障
・
税
一
体
改

革
に
関
し
て
意
見
交
換
。
地
区

か
ら
「
一
体
改
革
の
マ
ン
パ

ワ
ー
必
要
量
の
見
込
み
で
、
２

０
２
５
年
の
改
革
シ
ナ
リ
オ
に

よ
る
と
医
師
を
１
万
人
減
ら
し

　
～
　
万
人
に
抑
え
る
と
し
て

３２

３４

い
る
。
現
在
は
医
学
生
も
女
性

が
多
く
、
生
涯
働
け
る
の
か
疑

問
で
あ
り
、
厚
労
省
は
現
在
の

医
師
数
に
余
裕
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
の
か
」
と
の
質

問
が
出
さ
れ
、
協
会
か

ら
は
「
厚
労
省
は
、
医

師
が
行
っ
て
い
る
医
療

行
為
を
看
護
師
や
薬
剤

師
、
介
護
福
祉
士
な
ど

の
他
職
種
に
移
し
、
医

師
数
を
削
減
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
る
。
医
療

行
為
が
他
職
種
に
移
る

の
は
そ
れ
な
り
に
進
む

と
思
う
が
、
医
師
の
本
来
の
役

割
を
果
た
せ
る
よ
う
に
注
視
し

て
い
き
た
い
」
と
答
え
た
。
さ

ら
に
、「
政
府
は
患
者
を
在
宅

に
戻
そ
う
と
し
て
い
る
。
在
宅

で
看
取
り
が
で
き
れ
ば
よ
い

が
、
現
実
に
は
厳
し
い
。
老
老

介
護
や
独
居
の
場
合
な
ど
、
今

後
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
け

ば
よ
い
の
か
見
通
し
が
つ
か
な

い
。
在
宅
の
患
者
を
増
や
す
の

は
間
違
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま

だ
と
パ
ン
ク
す
る
」
と
の
地
区

の
意
見
に
対
し
、
協
会
か
ら

「
仰
る
通
り
で
、
独
居
の
患
者

さ
ん
や
老
老
介
護
の
ケ
ー
ス
に

遭
遇
す
る
と
、
国
が
考
え
る
自

助
や
共
助
で
は
ど
う
し
よ
う
も

な
い
実
態
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
在
宅
の
現
場
の
実
態
を
訴
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。
　
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、「
時
間
外
対
応
加
算
」
に
名

称
変
更
し
３
区
分
に
な
っ
た
地

域
医
療
貢
献
加
算
と
処
方
せ
ん

料
の
一
般
名
処
方
加
算
な
ど
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
診

療
所
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
よ
い

　「
ス
ト
ッ
プ
！
　
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
悪
―
や
さ
し
い

社
会
を
作
ろ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
３
月
３
日
、
大
阪
・
御
堂

会
館
に
約
１
０
０
０
人
が
集

い
、
近
畿
総
決
起
集
会
が
開
か

れ
た
。
基
調
報
告
で
は
、
札
幌

や
埼
玉
で
相
次
ぐ
餓
死
・
孤
立

死
な
ど
の
悲
劇
を
繰
り
返
さ
な

い
や
さ
し
い
社
会
を
つ
く
る
た

め
に
近
畿
か
ら
声
を
広
げ
よ
う

と
い
う
呼
び
か
け
が
さ
れ
た
。

　
集
会
後
は
御
堂
筋
を
な
ん
ば

ま
で
デ
モ
行
進
。「
一
体
改
革

や
め
ろ
」「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
」「
原

発
や
め
ろ
」
の
時
な
ら
ぬ
シ
ュ

プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
は
、
行
き
交
う

人
々
の
耳
目
を
集
め
た
。

拡
撹

鈎
鈎
鈎
鈎
鈎

御堂筋をパレードして一体改革撤回を訴える参加者

やさしい社会をつくろう ！
近畿で総決起集近畿で総決起集会会

誰
の
何
の
た
め
の
一
体
改
革
か

あ
る
。
…
そ
の
場
合
…
思
い

切
っ
た
（
社
会
保
障
）
費
用
の

増
嵩
抑
制
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
。
…
消
費
に
対
す
る
課
税

の
比
重
を
高
め
つ
つ
、
個
人
な

ら
び
に
法
人
に
対
す
る
所
得
課

税
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く
べ

き
」、
こ
れ
は
１
９
９
６
年
、
日

本
経
団
連
「
税
制
改
正
に
関
す

る
基
本
的
考
え
方
」
の
抜
粋
で

あ
る
。
既
に
目
的
と
内
容
の
明

ら
か
な
供
一
体
改
革
僑
が
示
さ

れ
て
い
た
。

　
そ
の
後
、
２
０
０
１
年
よ
り

　「
税
制
改
革

に
あ
た
っ
て
は

…
医
療
、
年

金
、
福
祉
等
の

社
会
保
障
制
度

を
一
体
と
し
て

改
革
す
べ
き
で

毎
年
の
「
骨
太
の
方
針
」
に
則

り
、
こ
の
政
策
内
容
の
一
部
が

強
行
さ
れ
た
。
例
え
ば
「
小
泉

構
造
改
革
」
に
よ
る
医
療
費
抑

制
で
あ
り
、
そ
の
結
末
が
医
療

崩
壊
で
あ
っ
た
。　
年
、
福
田

０８

内
閣
時
代
に
若
干
の
路
線
修
正

さ
れ
た
「
社
会
保
障
国
民
会
議

最
終
報
告
」
が
出
さ
れ
た
が
、

国
民
の
不
満
は
収
ま
ら
ず
、
政

権
交
代
を
実
現
さ
せ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
交
代
し
た

民
主
党
政
権
下
で
供
税
と
社
会

保
障
の
一
体
改
革
僑
強
行
姿
勢

で
あ
る
。
一
体
改
革
は
決
し
て

野
田
首
相
の
専
売
特
許
で
は
な

い
。
ま
さ
に
　
年
来
の
財
界
・

１５

自
民
党
・
野
田
首
相
（
＋
財
務

省
？
）
の
野
合
供
一
体
改
革
僑

な
の
で
あ
る
。
密
談
・
密
約
が

あ
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

し
か
も
今
日
提
案
さ
れ
て
い
る

医
療
介
護
改
革
の
将
来
像
は
　０８

年
報
告
（
上
記
）
の
ま
る
写
し

で
あ
る
。

　
今
国
会
の
議
論
は
、
消
費
税

増
税
の
み
が
先
行
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
民
主
党
内
で
も
異
論

が
強
い
。
国
会
議
員
の
選
出
基

盤
が
自
公
政
権
時
代
か
ら
の
大

き
な
政
策
転
換
を
期
待
し
た
国

民
で
あ
れ
ば
当
然
で
あ
る
。
消

費
税
議
論
の
前
に
、
議
員
・
公

務
員
の
歳
費
・
給
与
・
助
成
金

を
削
減
す
る
こ
と
（
期
限
付
き

で
な
く
）。
税
制
の
改
革
は
応

能
負
担
原
則
を
貫
徹
す
る
こ
と

（
特
に
個
人
の
所
得
・
資
産
に
対

す
る
累
進
課
税
の
引
き
上
げ
、

金
融
優
遇
税
制
の
廃
止
、
等
）。

国
家
予
算
の
大
胆
な
組
み
換
え

を
行
う
こ
と
。
徹
底
し
た
行
政

の
ム
ダ
を
削
除
す
る
こ
と
。
…

等
々
財
源
確
保
の
実
績
が
必
要

で
あ
る
。天
下
り
・
渡
り
根
絶
も

そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、根
絶
が

不
可
能
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

せ
め
て
彼
ら
の
待
遇
を
我
々
民

間
並
み
に
す
べ
き
で
あ
る
。勤

務
医
が
定
年
退
職
後
、再
雇
用

と
な
っ
た
場
合
、嘱
託
扱
い
で

年
収
は
大
幅
減
・
退
職
金
な
し

が
現
実
で
あ
る
。Ａ
Ｉ
Ｊ
関
連
、

そ
の
他
多
く
の
天
下
り
官
僚
た

ち
の
無
能
ぶ
り
を
見
れ
ば
こ
の

水
準
で
も
厚
遇
過
ぎ
る
。

　
消
費
税
増
税
の
口
実
と
し
て

の
一
体
改
革
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
今
次
診
療
・
介
護
報
酬

改
定
が
一
体
改
革
の
端
緒
と
さ

れ
る
が
、
地
域
の
療
養
施
設
や

開
業
医
を
な
い
が
し
ろ
に
す
る

方
向
が
明
瞭
で
あ
る
。
こ
れ
が

本
当
に
国
民
や
そ
の
医
療
を
第

一
線
で
担
う
我
々
の
望
む
姿
な

の
か
？
　
一
体
改
革
の
中
身
の

妥
当
性
議
論
を
い
ま
興
す
べ
き

で
あ
る
。

　今回の文化ハイキングは、東山にある平家物語ゆかり
の史跡を訪ねて案内人とともに春の一日を、のんびりと
過ごします。午前中は、三十三間堂、六波羅蜜寺などを
めぐり、「長楽館」で昼食。午後
は八坂神社、長楽寺、建仁寺南
門などを訪ねます。ご家族・ス
タッフの方々もぜひご参加下さ
い。なお、全行程３㌔強ありま
す。雨具のご用意とともに軽装
で歩きやすい靴でご参加下さい。
　日　時　４月２２日（日）午前９時３０分～（雨天決行）
　参加費　５,０００円（拝観料、昼食代含む）
 （先着定員２０人、要申込）
　集　合　午前９時３０分
 三十三間堂前（大和大路七条南東角）
　主　催　有アミス　　協　賛　京都府保険医協会

   文化ハイキング
 平家物語ゆかりの史跡を巡る

　今回は文人たちが愛した比叡山麓の、歴史を秘める山
里を訪ね歩きます。花盛りであろう宝ヶ池公園を抜け、
足慣らし程度の小山を越え松ヶ崎の山裾の古刹を巡って
行きます。途中、五山送り火"法"の火床に寄り道、高野
川を渡り赤山禅院へ緩やかに登
り、修学院離宮前を南下、音羽川
砂防学習ゾーンで洪水との戦いの
歴史を学び、曼殊院に参拝、普段
は未公開の武田薬物植物園の見学
をする予定です。

　日　時　４月１日（日）午前１０時～
※前日夜の天気予報で京都府南部の降水確率が６０％以上
の場合は中止
　集　合　午前１０時　地下鉄・国際会館駅５番出口地上
　参　加　無料・交通費自弁（昼食・飲物・雨具などは
　　　　　各自ご用意下さい）
　主　催　京都府保険医協会　京都府歯科保険医協会

  第２３回 環境ハイキング
「都の鬼門・比叡山麓の自然・歴史探訪」

TEL 075-212-8877
FAX 075-212-0707お申し込み等は京都府保険医協会事務局まで

　演　題　診療ガイドラインの法的効果と最近の
　　　　　医療訴訟の動向について（仮）
　講　師　富永　愛氏（京都民医連中央病院外科・弁護士）
　日　時　５月２６日（土）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　主　催　京都府保険医協会
　協　賛　株式会社　損害保険ジャパン
※無床診療所の参加者については、外部研修の医療安全
管理講習会として位置づけられますので、受講証明書
をお渡しします。

第６４４回 社会保険研究会

参加費無料  
（要申込）

（申込先：京都府保険医協会）

写真は六波羅蜜寺
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表４　ＮＯ２濃度平均値年次推移（ppb）

大
気
中
の
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
は
低
下
傾
向
も
、

京
都
府
内
で
平
均
化
 び
ま
ん
性
の
拡
散

環
境
対
策
委
員
会
（
京
都
府
保
険
医
協
会
　
京
都
府
歯
科
保
険
医
協
会
）

２０１１年度京都府内NO2測定結果

実
施
日
：
２
０
１
１
年
　
月
１
日（
木
）午
後
６
時
～
２
日（
金
）午
後
６
時
の
　
時
間

１２

２４

発
送
数
：
１
８
２
２
 

（
医
科
：
１
３
２
５
、
歯
科
：
３
６
４
、
事
務
局
：
　
、
定
点
：
１
１
１
）

２２

回
収
数
：
９
８
７
（
回
収
率
　
全
体
：
　
％
、
医
科
：
　
％
、
歯
科
：
　
％
）

５４

５１

５１

最低値
＊家の中
　を除く

最高値
＊家の中
　を除く

除外

平均値［ppb］平均値
［ppb］
＊家の中
　を除く

サンプ
ル数　

集約数郡市区
数家の中数

２階
以上

数
道路
以外

数
その他
の道路

数
幹線
道路

12349003195173320924205050北 区

17577003222252024924243434上 京 区

1529151197191212123625223536中 京 区

16321411772232023241124234445下 京 区

194550022712722241031263535南 区

13311931722041931201923215659左 京 区

1235221962142032211524215759右 京 区

15369005212263421625224747西 京 区

1537100126001021627231717東 山 区

1539400324003123321233737山 科 区

1343150052762446241126256868伏 見 区

15296004211231223222221919長岡京市

1926200001191122324221515向 日 市

19210000000220002022乙 訓 郡

15317001152213022623223939宇 治 市

1629311900321122300221516城 陽 市

253400000003301303044久 世 郡

17314000000825002588八 幡 市

1739213612200822428241314京田辺市

17171000011700001711綴 喜 郡

1626400117116720319191212木津川市

1626000117001218221191515相 楽 郡

122151121174151118217171819亀 岡 市

122610000219714119161010南 丹 市

13200000000217001722船 井 郡

1522100117005182181888綾 部 市

1221300002201516218171919福知山市

10215001162141218118171616舞 鶴 市

1324400001195183181899宮 津 市

131802150000416001646与 謝 郡

12172115001174142131478京丹後市

150135549473139716729合　 計

表１　２０１１年度NO２測定データ集計一覧
※白抜き文字は、京都市基準超（41ppb以上）、空白は、該当サンプルなし

2011年2010年2009年2003年2002年2001年郡市区

202322272519北 区

242724292724上 京 区

222824333325中 京 区

232928303328下 京 区

263128323533南 区

212522272321左 京 区

212522272320右 京 区

222522272221西 京 区

233127303227東 山 区

232725312726山 科 区

253127313331伏 見 区

222323291919長岡京市

222424282330向 日 市

201924432017乙 訓 郡

222825312929宇 治 市

222624312928城 陽 市

303527333340久 世 郡

253526332530八 幡 市

242723322422京田辺市

172720282921綴 喜 郡

1923木津川市 24
252225相 楽 郡

1921相 楽 郡 24

172020272018亀 岡 市

1619南 丹 市 17131612北桑田郡

171716201410船 井 郡

182120201716綾 部 市

1726福知山市 18

211718福知山市

1915―加 佐 郡

13―9天 田 郡

172121232218舞 鶴 市

182119181410宮 津 市

1617―12107与 謝 郡

1420京丹後市 14

19128中 郡

1798竹 野 郡

131310熊 野 郡

曇一時雨曇時々雨雨時々曇晴・微風雨後晴雨・弱風天　候

は
じ
め
に

　
保
険
医
協
会
環
境
対
策
委
員

会
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
い
た

だ
い
た
、
会
員
の
皆
様
に
よ
る

京
都
府
内
二
酸
化
窒
素
大
気
汚

染
調
査
も
今
回
で
節
目
の
　
回
１１

（
　
年
間
）を
数
え
ま
し
た
。
ご

１０協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
大
気
中
の
二
酸
化
窒
素
（
Ｎ

Ｏ
２
）
は
主
に
自
動
車
の
排
ガ

ス
に
よ
る
も
の
で
す
。　
年
間

１０

に
わ
た
る
調
査
結
果
か
ら
は
、

京
都
市
内
、
京
都
市
以
外
の
府

内
で
、
こ
れ
ま
で
汚
染
が
少
な

か
っ
た
地
域
が
減
り
、
汚
染
が

拡
散
さ
れ
、
全
体
的
に
汚
染
が

進
ん
だ
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
自

動
車
の
排
気
ガ
ス
対
策
、
低
燃

費
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
、
電
気

自
動
車
の
登
場
、
若
者
の
車
離

れ
な
ど
に
よ
り
、
大
気
中
の
Ｎ

Ｏ
２
濃
度
は
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
一
方
で
は
道
路
の
整

備
・
拡
張
・
建
設
（
写
真
１
）

な
ど
に
よ
り
、
び
ま
ん
性
の
拡

散
が
京
都
府
内
に
起
き
て
い
ま

す
。

測
定
方
法

　
今
年
度
は
、
京
都
府
保
険
医

協
会
会
員
の
こ
こ
５
回
（
４
年

間
）
の
調
査
に
１
回
以
上
Ｎ

Ｏ
２
測
定
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
方
を
対
象
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
カ
プ
セ
ル
（
天
谷
式
Ｎ

Ｏ
２
簡
易
測
定
カ
プ
セ
ル
）
を

郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
カ
プ
セ
ル
を
原
則
、

会
員
医
療
機
関
玄
関
先
あ
る
い

は
近
辺
道
路
の
、
地
上
か
ら

１
・
５
ｍ
の
高
さ
に
粘
着
テ
ー

プ
で
取
り
付
け
、　
時
間
大
気

２４

に
さ
ら
し
た
後
回
収
、
協
会
へ

返
送
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
カ
プ
セ
ル
は
配
布
１
８
２
２

個
、
回
収
９
８
７
個
、
回
収
率

は
　
％
（
　
年
　
％
、　
年
　

５４

１０

５２

０９

５３

％
、　
年
　
％
、　
年
　
％
、

０８

４９

０７

４５

　
年
　
％
）
で
し
た
。　
年
か

０６

３５

０７

ら
引
き
続
き
、
本
年
も
配
布
対

　
測
定
は
大
気
汚
染
全
国
一
斉

測
定
日
（
年
２
回
、
他
の
１
回

は
６
月
の
第
一
木
・
金
曜
日
）

に
合
わ
せ
た
２
０
１
１
年
　
月
１２

１
日
（
木
）
午
後
６
時
か
ら
２

日
（
金
）
午
後
６
時
ま
で
の
　２４

時
間
で
、１
日
の
天
候
は
曇
り
、

２
日
は
一
時
雨
の
ち
曇
り
で
、

比
較
的
寒
い
　
時
間
で
し
た
。

２４

象
の
協
力
者
を
絞
っ
て
い
ま

す
。
測
定
に
問
題
の
あ
る
サ
ン

プ
ル
が
１
４
９
個
あ
り
、
統
計

か
ら
は
除
外
し
ま
し
た
。
ま
た

そ
の
他
と
し
て
、
四
条
烏
丸
付

近
、
油
小
路
と
十
条
通
、
横
大

路
付
近
、
五
条
御
前
の
定
点
観

測
に
１
１
１
個
（
回
収
１
０
８

個
）
を
用
い
ま
し
た
。

大
気
中
の
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
は
天
候

と
相
関
し
、
晴
れ
、
無
風
の
日

は
比
較
的
高
く
、
雨
や
風
の
強

い
日
に
は
、
測
定
値
は
低
く
出

ま
す
。
ま
た
狭
ま
っ
た
空
間
ほ

ど
拡
散
さ
れ
に
く
い
た
め
高

く
、
広
い
空
間
ほ
ど
低
く
出
ま

す
。測

定
基
準

　
測
定
基
準
は
例
年
通
り
、
国

の
定
め
た
環
境
基
準
（
１
９
７

測
定
結
果

　
２
０
１
１
年
度
Ｎ
Ｏ
２
測
定

デ
ー
タ
集
計
一
覧
は
表
１
に
示

し
ま
す
。

　
地
域
の
「
平
均
値
」
か
ら
は
、

京
都
市
内
で
は
北
区
を
除
い

て
、
す
べ
て
の
区
が
　
 
以
上

２１

の供
少
し
汚
れ
て
い
る
僑に
入
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
最
も
高

い
の
が
南
区
の
　
 
、
次
い
で

２６

伏
見
区
　
 
、
上
京
区
　
 
と

２５

２４

な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
低
か
っ

た
北
区
は
　
 
で
供
き
れ
い
僑

２０

に
入
り
ま
す
。

　
京
都
市
以
外
の
府
内
で
は
、

久
世
郡
　
 
、
八
幡
市
　
 
、

３０

２５

京
田
辺
市
　
 
、
長
岡
京
市
・

２４

向
日
市
・
宇
治
市
・
城
陽
市
　２２

 
の
順
に供
少
し
汚
れ
て
い
る
僑

に
入
り
ま
す
。
一
方
　
 
以
下

２０

の
供
き
れ
い
僑
な
地
域
は
、
京

丹
後
市
　
 
、
与
謝
郡
・
南
丹

１４

市
　
 
、
舞
鶴
市
・
福
知
山
市
・

１６
船
井
郡
・
亀
岡
市
・
綴
喜
郡
　１７

 
、
木
津
川
市
・
相
楽
郡
　
 
、

１９

乙
訓
郡
　
 
と
続
き
ま
す
。

２０

　
ワ
ー
ス
ト
　
と
ベ
ス
ト
　
は

１０

１０

表
２
、
３
に
示
し
ま
し
た
が
、

　
 
以
上
の
供
大
変
汚
れ
て
い

６１る
僑
地
点
は
、
今
回
は
前
年
同

様
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
天
候

に
よ
る
雨
・
風
の
影
響
が
あ
る

た
め
か
、
昨
年
と
比
較
し
供
き

れ
い
僑
な
　
 
以
下
の
地
域
や

２０

地
点
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
平
均
値
年
次
推

移
（
表
４
）
で
過
去
　
回
・
　

１１

１０

年
間
の
経
過
を
見
ま
す
と
、
測

定
し
始
め
の
頃
と
比
較
し
、
Ｎ

Ｏ
２
濃
度
は
全
般
的
に
低
下
傾

向
を
示
し
て
お
り
、
高
い
地
域

と
低
い
地
域
の
差
が
縮
ま
り
、

大
気
汚
染
が
平
均
化
し
、
府
内

全
体
に
広
が
っ
て
い
る
傾
向
が

み
ら
れ
ま
す
。

　
阪
神
高
速
道
路
８
号
京
都
線

（「
京
都
高
速
道
路
」）は
上
鳥
羽

出
入
口
～
巨
椋
池
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
間
が
２
０
０
８
年
１

月
　
日
に
、
ま
た
同
年
６
月
１

１９
日
、
山
科
出
入
口
か
ら
鴨
川
東

出
入
口
間
が
開
通
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
３
月
　
日
に
斜
久

２７

世
橋
区
間
（
写
真
２
）
の
完
成

に
よ
り
、
一
気
に
山
科
～
伏
見

を
経
て
、
第
２
京
阪
道
路
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
一
昨
年
か
ら

測
定
を
開
始
し
た
高
速
道
路
出

入
口
付
近
の
十
条
通
付
近
は
　２３

～
　
 
、
油
小
路
通
付
近
は
　

３２

２６

～
　
 
、
横
大
路
付
近
は
　
～

３９

３２

　
 
、
四
条
烏
丸
交
差
点
付
近

５８は
　
～
　
 
で
し
た
。
こ
れ
ま

３０

４８

で
続
け
て
き
た
元
京
都
府
医
師

会
館
近
辺
の
五
条
御
前
交
差
点

は
、
今
回
　
 
で
し
た
（
図

１３

２
）。

　
測
定
後
、
こ
れ
ま
で
協
会
事

務
局
へ
最
も
問
い
合
わ
せ
が
多

い
の
が
、
自
動
車
排
気
ガ
ス
の

人
体
へ
の
影
響
で
す
。
そ
の
た

め
、
も
う
一
度
自
動
車
の
排
気

ガ
ス
に
つ
い
て
、
お
さ
ら
い
を

し
て
み
ま
す
。

　
人
間
の
経
済
・
社
会
活
動
に

も
と
づ
く
物
質
の
影
響
で
、
大

気
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
を
大
気

汚
染
と
い
い
ま
す
。
大
気
汚
染

物
質
に
は
、
酸
性
雨
、
光
化
学

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
、
窒
素
酸
化

物
、
粒
子
状
物
質
、
硫
黄
酸
化

物
、
一
酸
化
炭
素
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
私
た

ち
が
こ
れ
ま
で
測
定
し
て
き
た

の
が
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
で
、
こ
れ
に

場　所ppb順位

上京区元誓願寺通浄福寺西入57１

中京区壬生高樋町47２

南区久世殿城町45３

伏見区下鳥羽南柳長町43４

北区紫野上御所田町
40５

上京区紙屋川町

宇治市広野町西裏

39７ 京田辺市大住関屋

八幡市男山金振

山科区勧修寺西栗栖野町3910

表２　ワースト１０（「家の中」は除く）

場　所ppb順位

舞鶴市字浜10１

北区鷹ケ峰

12２

北区大北山原谷

北区上賀茂

中京区河原町通二条下ル ビル４階

福知山市字堀小字大岩谷

南丹市園部町木崎町

宮津市京街道

南丹市日吉町保野田ヒノ谷

福知山市夜久野町直見

表３　ベスト１０（「家の中」は除く）

写真１

大
枝
Ｉ
Ｃ
―
大
山
崎
Ｉ
Ｃ
間
の
　
年
度
開

２４

通
を
め
ざ
し
、
建
設
工
事
中
の
第
二
外
環

状
道
路
（
に
そ
と
）

８
年
）　
～
　
 

４１

６０

に
準
じ
て
、　
 
２０

以
下
を
供
き
れ

い
僑、　
～
　
 

２１

４０

を
供
少
し
汚
れ
て

い
る
僑、　
～
　

４１

６０

 
を
供
汚
れ
て
い

る
僑、　
 
以
上

６１

を
供
大
変
汚
れ
て

い
る
僑
と
分
類
し

ま
し
た
。
な
お
、

京
都
市
は
当
面
の

環
境
保
全
基
準
を

　
 
（
１
９
８
６

４０年
以
前
は
　
 
）

２０

以
下
と
し
て
い
ま

す
。

測
定
は
大
気
汚
染
全
国

一
斉
測
定
日
に
合
わ
せ
て

Ｎ
Ｏ
２
の
特
性
と

人
体
へ
の
影
響

 

（
４
面
に
つ
づ
く
）
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図１　NO2濃度平均値年次推移（ppb）

２００１年 京都市

２０１１年 京都市

図２

よ
り
大
気
汚
染
の
程
度
を
は
か

る
指
標
に
し
て
い
ま
す
。

　
も
の
が
燃
え
る
時
、
大
気
中

の
窒
素
と
酸
素
が
高
温
に
加
熱

さ
れ
、化
学
反
応
を
起
こ
し
、Ｎ

Ｏ
並
び
に
Ｎ
Ｏ
２
が
発
生
し
ま

す
。現
代
の
大
気
中
の
Ｎ
Ｏ
２

は
、　
％
以
上
は
自
動
車
に
よ

５０

る
排
ガ
ス
で
す
。
Ｎ
Ｏ
２
の
人

体
へ
の
影
響
は
、
水
に
難
溶
性

の
た
め
上
気
道
で
吸
収
が
行
わ

れ
な
い
の
で
刺
激
が
感
じ
ら
れ

ず
、
す
べ
て
深
部
の
肺
胞
に
無

刺
激
で
到
達
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
上
気
道
で
の
沈
着
が
少
な

く
、
細
気
管
支
や
肺
胞
な
ど
の

下
気
道
に
影
響
を
与
え
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
２
の
高
濃
度
（
２
５
０
０

 
以
上
）
吸
入
で
は
吸
入
直
後

は
無
症
状
で
す
が
、
数
時
間
後

に
咳
漱
、
発
熱
な
ど
の
症
状
が

始
ま
り
、
急
速
に
肺
水
腫
へ
と

進
行
し
ま
す
。
ま
た
、
数
週
間

の
潜
伏
期
を
経
て
、
繊
維
性
閉

塞
性
細
気
管
支
炎
（
Ｂ
Ｆ
Ｏ
）

を
発
症
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
と
喘
息
の

発
症
率
と
は
相
関
関
係
に
あ

り
、
Ｎ
Ｏ
２
自
体
は
無
機
化
合

物
の
た
め
喘
息
の
抗
原
物
質
と

は
な
り
に
く
い
も
の
の
、
気
道

の
線
毛
を
脱
落
さ
せ
、
ア
レ
ル

ゲ
ン
作
用
を
増
強
さ
せ
ま
す
。

ま
た
Ｔ
リ
ン
パ
球
や
Ｂ
リ
ン
パ

球
の
増
強
に
関
係
し
、
一
旦

患
っ
た
喘
息
を
さ
ら
に
悪
化
さ

せ
ま
す
。
そ
の
他
、
大
気
汚
染

物
質
で
重
要
な
も
の
に
、
浮
遊

粒
子
状
物
質
が
あ
り
ま
す
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気
 

微
粒
子
の
毒
性

　
浮
遊
粒
子
状
物
質（
Ｓ
Ｐ
Ｍ
）

と
は
大
気
中
に
浮
遊
す
る
粒
子

直
径
が
　
ミ
ク
ロ
ン
以
下
の
も

１０

の
を
い
い
ま
す
。
そ
の
濃
度
は

Ｎ
Ｏ
２
と
相
関
関
係
に
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｐ
Ｍ
中
さ

ら
に
粒
子
直
径
が
２
・
５
ミ
ク

ロ
ン
以
下
の
も
の
に
デ
ィ
ー
ゼ

ル
微
粒
子
（
Ｄ
Ｅ
Ｐ
）
が
あ
り

ま
す
。
Ｄ
Ｅ
Ｐ
中
に
は
、
非
常

に
有
害
な
発
ガ
ン
物
質
や
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
な
ど
、
様
々
な
毒
性

の
強
い
有
機
化
合
物
が
た
く
さ

ん
含
ま
れ
て
い
て
、
肺
胞
に
達

し
血
液
内
に
入
っ
て
い
き
ま

す
。
Ｄ
Ｅ
Ｐ
は
こ
れ
ま
で
の
研

究
成
果
や
動
物
実
験
な
ど
か
ら

健
康
へ
の
影
響
と
し
て
、
①
肺

ガ
ン
②
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
③

気
管
支
喘
息
④
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
⑤
自
己
免
疫
疾
患
⑥
環
境

ホ
ル
モ
ン
作
用
な
ど
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
日
本
を
含
め

た
先
進
国
で
喘
息
や
花
粉
症
な

ど
の
粘
膜
ア
レ
ル
ギ
ー
の
増
加

の
原
因
物
質
と
し
て
、
Ｄ
Ｅ
Ｐ

は
大
い
に
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
大
気
中
の
Ｎ
Ｏ
２
も
Ｄ
Ｅ
Ｐ

９
９
２
～
１
９
９
５
年
度
の
２

期
に
わ
た
る
、
埼
玉
、
大
阪
、

京
都
の
学
童
５
０
０
０
人
の
調

査
で
は
、
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
、
Ｓ
Ｐ

Ｍ
濃
度
と
喘
息
様
症
状
有
病
率

と
の
間
に
有
意
な
相
関
関
係
が

合
成
で
得
ら
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
限
界
、
化
学
物
質
汚
染
、
外

来
種
の
被
害
、
地
球
温
暖
化
、

人
口
増
、
１
人
あ
た
り
の
消
費

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加
で
す
。
そ

の
ひ
と
つ
で
も
対
策
に
失
敗
す

れ
ば
、　
年
以
内
に
現
代
の
文

５０

明
全
体
が
崩
壊
の
危
機
に
陥
る

で
し
ょ
う
。
火
の
つ
い
た
導
火

線
付
き
爆
弾
を
　
個
抱
え
て
い

１２

る
よ
う
な
も
の
で
す
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

　
世
界
の
至
る
所
で
熱
波
、
寒

波
、
豪
雪
、
洪
水
、
干
ば
つ
、

山
林
火
災
等
が
起
こ
り
、
異
常

気
象
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で

す
。
地
球
温
暖
化
は
待
っ
た
な

し
の
課
題
で
す
。　
分
類
の
一

１２

つ
で
あ
る
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
国
連
気
候
変
動
枠
組

条
約
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
）

が
作
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ

に
、
南
ア
フ
リ
カ
・
ダ
ー
バ
ン

で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
で
１７

は
、
新
た
な
枠
組
み
づ
く
り
に

向
け
た
道
筋
を
示
す
と
と
も

に
、
新
枠
組
み
の
発
行
ま
で

「
空
白
」
を
生
ま
な
い
よ
う
、
京

都
議
定
書
（
１
９
７
７
年
京
都

で
開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
決

定
さ
れ
た
法
的
拘
束
力
を
有
す

る
国
際
条
約
）
を
継
続
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。
新
た
な
枠

組
み
は
、
米
国
や
中
国
を
含
む

す
べ
て
の
国
が
参
加
す
る
法
的

文
書
と
さ
れ
、
２
０
１
５
年
に

開
か
れ
る
Ｃ
Ｏ
Ｐ
　
で
採
択

２１

し
、　
年
に
発
効
さ
せ
る
と
決

２０

ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

会
議
の
中
で
、
日
本
政
府
は
ロ

シ
ア
や
カ
ナ
ダ
と
と
も
に
京
都

議
定
書
の
継
続
に
不
参
加
を
表

明
し
、
世
界
の
流
れ
に
背
を
向

け
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
財

界
は
費
用
が
か
か
る
こ
と
を
理

由
に
、
温
暖
化
対
策
の
義
務
付

け
に
強
く
反
対
し
て
い
ま
す
。

　
温
室
効
果
ガ
ス
に
は
、
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
は
じ
め
、

メ
タ
ン（
Ｃ
Ｈ
４
）、一
酸
化
二
窒

素（
Ｎ
２
Ｏ
）、
フ
ッ
素
化
合
物

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
温
暖
化
の

寄
与
度
は
そ
れ
ぞ
れ
、　
％
、

６３

　
％
、
６
％
、　
％
と
な
っ
て

１８

１３

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
「
運
輸
部

門
」
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
　
～
　

１５

２０

％
を
占
め
、
そ
の
９
割
弱
が
自

動
車
に
よ
る
も
の
で
す
。
大
気

中
に
自
動
車
に
よ
っ
て
ば
ら
ま

か
れ
る
の
は
大
気
汚
染
物
質
で

あ
る
Ｎ
Ｏ
２
や
粒
子
状
物
質
だ

け
で
な
く
、
Ｃ
Ｏ
２
も
排
出
さ

れ
、
地
球
温
暖
化
に
一
役
買
っ

て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
１
リ
ッ

ト
ル
に
対
し
２
・
３
 ㎏
 の
 Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
先
述
の
世
界
危
機
　
分
類

１２

の
う
ち
自
動
車
に
関
連
す
る
も

の
は
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
自
動
車
は
人
や
モ
ノ
の
移
動

手
段
と
し
て
、
社
会
や
個
人
に

多
く
の
利
便
性
を
与
え
て
き
ま

し
た
。し
か
し
反
面
、人
々
の
生

命
・
健
康
・
安
全
を
脅
か
す
存

在
と
し
て
も
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
自
動
車
交
通
事
故
、

道
路
渋
滞
、
環
境
破
壊
（
大
気

汚
染
、
騒
音
、
振
動
な
ど
）、
石

油
消
費
、
空
間
占
拠
な
ど
多
く

の
負
の
側
面
も
抱
え
ま
し
た
。

お
わ
り
に

　
こ
れ
ま
で
　
回
（
　
年
間
）

１１

１０

に
わ
た
っ
て
、
会
員
の
皆
様
の

お
力
を
お
借
り
し
て
、
Ｎ
Ｏ
２

測
定
大
気
汚
染
調
査
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。　
年
間
と
い
う
一

１０

つ
の
区
切
り
、
そ
の
結
果
か
ら

は
、
大
気
汚
染
は
府
・
市
内
で

平
均
化
し
、
び
ま
ん
性
に
拡
散

し
て
い
ま
す
。
高
速
道
路
上
で

は
、
Ｎ
Ｏ
２
濃
度
は
概
ね
基
準

値
　
 
を
超
過
し
、

６０
渋
滞
や
上
り
坂
で
短

期
暴
露
指
針
値
２
０

０
 
を
、
長
い
ト
ン

ネ
ル
の
中
で
は
、
車

室
内
で
短
期
暴
露
指

針
値
の
約
７
倍
が
観

測
さ
れ
た
と
い
う
報

告
が
あ
り
ま
す
。
自

動
車
の
運
転
が
、
事

故
の
危
険
性
だ
け
で

な
く
、
高
濃
度
の
大

気
汚
染
に
さ
ら
さ
れ

て
も
い
る
の
で
す
。

　
私
た
ち
は
生
命
や

健
康
を
守
る
た
め

に
、
ま
た
次
世
代
へ

残
さ
ね
ば
な
ら
な
い

地
球
環
境
持
続
の
た

め
に
、
小
さ
い
な
が

ら
も
具
体
的
な
日
常

行
動
が
重
要
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
ご
協

力
に
あ
ら
た
め
て
謝

意
を
表
し
ま
す
と
共

に
、
今
後
の
測
定
に

も
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

20ppb以下…あまり汚れていない
21～40ppb…少し汚れている
41～60ppb…汚れている
61ppb以上…大変汚れている

２０１１年 京都府

２００１年 京都府

２
０
１
１
年
３
月
開
通
し
た
阪
神
高
速
京
都
８
号
線
の
「
斜
久
世
橋
区
間
」

も
共
に
、
そ
の
大
部
分
が
自
動

車
排
気
ガ
ス
由
来
の
も
の
で
あ

り
、
微
量
で
も
長
年
に
わ
た
る

吸
入
は
、
人
体
へ
呼
吸
器
系
を

は
じ
め
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
環
境
庁
が
行
っ
た
１

９
８
６
～
１
９
９
０
年
度
、
１

見
ら
れ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

文
明
崩
壊

へ
の
警
告

　
２
０
１
２
年
１

月
３
日
付
の
「
朝

日
新
聞
」
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
２
０
１
２

で
、地
理
・
歴
史
学

者
の
ジ
ャ
レ
ド
・

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
氏

（「
銃
・
病
原
菌
・

鉄
」
の
著
者
）
は

現
代
文
明
に
と
っ

て
最
も
大
き
な
脅

威
が
、
環
境
・
人

口
問
題
で
あ
る
と
し
、「
今
の

文
明
の
環
境
・
人
口
問
題
は
　１２

に
分
類
で
き
ま
す
。
自
然
破

壊
、
漁
業
資
源
の
枯
渇
、
種
の

多
様
性
喪
失
、
土
壌
浸
食
、
化

石
燃
料
の
枯
渇
、
水
不
足
、
光

写真２
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学
岳

較
較
較
較
較

論
破
だ
け
で
は
解
決
し
ま
せ
ん
！
　
医
事
紛
争

　
前
回
に
は
患
者
さ
ん
を
徒
に

刺
激
し
な
い
具
体
的
方
法
を
二

つ
挙
げ
ま
し
た
。
引
き
続
き
同

じ
テ
ー
マ
で
三
つ
目
の
お
話
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
③
早
口
・
大
声
・
繰
り
返
し

に
は
要
注
意
。

　
患
者
さ
ん
側
の
要
領
を
得
な

い
抽
象
的
な
話
、
時
に
は
無
礼

な
責
め
を
受
け
る
と
、
徐
々
に

苛
立
っ
て
き
て
、
話
の
ペ
ー
ス

が
上
が
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら

早
口
と
い
う
の
は
説
得
力
に
欠

け
が
ち
で
す
。
た
だ
で
さ
え
患

受
け
入
れ
難
い
状
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
訳
で

す
か
ら
、
医
療
機
関
自
ら
雰
囲

気
作
り
を
阻
害
す
る
要
因
を
作

る
の
は
賢
明
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
　
ま
し
て
や
大
声
を
出
す
な
ど

者
さ
ん
側
は
話
を
聞
い
て
も
ら

う
の
に
必
死
で
、
相
手
の
話
を

ん
側
に
会
う
前
か
ら
意
識
し

て
、
通
常
以
上
に
ゆ
っ
く
り
と

静
か
な
口
調
で
対
応
す
る
ん

だ
、
と
い
う
心
構
え
が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
医
学
的
説
明
等
を
患

者
さ
ん
側
が
理
解
で
き
る
ま
で

は
、
患
者
さ
ん
側
を
興
奮
さ
せ

る
の
み
で
、
抑
止
的
効
果
さ
え

疑
わ
し
い
も
の
で
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ら
は
無
意
識
に
や
っ

て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、

医
療
機
関
側
と
し
て
は
患
者
さ

　
ま
た
、
同
じ
意
味
の
内
容

を
、
言
葉
を
換
え
た
り
例
え
話

を
幾
つ
も
出
す
の
は
賢
明
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
医
療
機
関
側

が
懸
命
に
患
者
さ
ん
側
に
納
得

し
て
貰
お
う
と
す
る
姿
勢
は
十

分
に
理
解
で
き
ま
す
が
、
言
葉

繰
り
返
す
こ
と
は
重
要
で
す

が
、こ
れ
も
程
度
に
よ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
顔
色
や
目
を
見
れ

ば
、
ウ
ン
ザ
リ
し
て
い
る
か
否

か
お
よ
そ
の
見
当
が
つ
く
は
ず

で
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

に
よ
る
誤
解
や
揚
げ
足
を
取
ら

れ
る
元
で
す
。
繰
り
返
し
が
必

要
な
場
合
は
一
見
、
工
夫
が
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
あ

ま
り
修
飾
を
せ
ず
に
同
じ
言
い

回
し
を
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　
以
上
は
、
京
都
府
保
険
医
協

会
の
現
場
で
の
経
験
に
よ
る
助

言
で
す
が
、も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ら

が
絶
対
の
法
則
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
医
師
や
従
業
員
の

性
格
や
考
え
方
に
因
る
と
こ
ろ

も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
あ
く

ま
で
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
よ
ろ
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
次
回
は
、
医
事
紛
争
時
の
医

療
費
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
す
。

　
難
病
外
来
指
導
管
理
料
と
特

定
疾
患
処
方
管
理
加
算
の
併
算

定
に
つ
い
て

　
Ｑ
、
難
病
外
来
指
導
管
理
料

を
算
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん

に
、
同
月
に
胃
炎
が
あ
り
胃
炎

の
薬
を
処
方
し
ま
し
た
。
特
定

疾
患
処
方
管
理
加
算
は
算
定
で

き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
難
病
外
来
指
導
管
理
料

の
対
象
と
な
る
疾
患
と
特
定
疾

患
処
方
管
理
加
算
の
対
象
と
な

る
疾
患
が
別
に
あ
る
場
合
で

も
、
点
数
表
上
は
ど
ち
ら
か
一

つ
を
主
た
る
疾
患
と
し
て
考
え

て
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
よ
っ
て
、
難
病
を
主
た
る

疾
患
と
考
え
れ
ば
難
病
外
来
指

導
管
理
料
は
算
定
で
き
ま
す

が
、
特
定
疾
患
処
方
管
理
加
算

は
算
定
で
き
ま
せ
ん
。
胃
炎
を

主
た
る
疾
患
と
考
え
れ
ば
難
病

外
来
指
導
管
理
料
は
算
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
特
定
疾
患
療
養
管

理
料
と
特
定
疾
患
処
方
管
理
加

算
の
算
定
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
難
病
外
来
指
導

管
理
料
の
対
象
疾
患
と
特
定
疾

患
処
方
管
理
加
算
の
対
象
疾
患

が
同
じ
場
合
（
例
：
も
や
も
や

病
な
ど
）
は
併
算
定
が
可
能
で

す
。

害崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖
概
概
概
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概
概
概
概
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概
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概
概

人
権
へ
の
攻
撃

　
前
２
回
は
思
想
・
言
論
な
ど
の

自
由
と
、
経
済
活
動
の
自
由
と
い

う
い
わ
ば
二
つ
の
自
由
の
後
者
を

取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は
憲

法
の
基
本
中
の
基
本
た
る
前
者

を
、
改
め
て
取
り
上
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
世
界
の
ほ
ぼ
全
て
の
憲
法
が
依

自
由
、
例
え
ば
思
想
・
言
論
の
自

由
な
ど
の
保
障
で
あ
り
、
そ
れ
は

主
権
在
民
、
平
和
主
義
と
と
も
に

日
本
の
憲
法
の
三
大
原
理
の
一
つ

で
す
。

　
そ
し
て
こ
の
人
権
に
は
、
①
自

由
権
：
精
神
的
自
由
権
（
思
想
・

良
心
・
信
教
・
学
問
の
自
由
な

ど
）
と
経
済
的
自
由
権
。
②
社
会

拠
す
る
と
い
わ
れ
る
立

憲
主
義
に
お
い
て
、
な

に
よ
り
も
優
先
さ
れ
る

の
は
個
の
尊
重
と
、
そ

れ
に
も
と
づ
く
人
権
＝

国
家
か
ら
の（
個
人
の
）

権
：
生
存
権
、
教
育
を
受
け
る
権

利
、
労
働
基
本
権
な
ど
。
③
そ
の

他
―
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
れ

ら
の
「
自
由
及
び
権
利
は
、
国
民

の
不
断
の
努
力
に
よ
っ
て
こ
れ
を

保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
憲

法
　
条
）」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま

１２
す
。

　
私
た
ち
は
こ
れ
ら
の
自
由
や
権

利
は
つ
い
自
明
の
こ
と
と
し
て
、

　
条
の
こ
と
を
忘
れ
が
ち
で
す
。

１２し
か
し
最
近
、
ご
く
身
近
で
こ
れ

ら
へ
の
攻
撃
と
私
に
は
思
え
る
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　「
今
の
日
本
の
政
治
に
必
要
な

の
は
独
裁
」
と
公
言
し
、「
政
治
に

乗
り
出
し
た
職
員
は
根
こ
そ
ぎ
は

ず
す
」、
あ
る
い
は
「
強
い
も
の
が

勝
つ
、
勝
っ
た
も
の
が
正
し
い
、

負
け
た
も
の
は
従
え
、
従
わ
な
い

も
の
は
切
る
」
た
め
に
、
職
員
基

本
条
例
、
教
育
基
本
条
例
が
出
さ

れ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
名
を
借
り
た

思
想
の
自
由
を
侵
害
す
る
恐
れ
が

濃
厚
な
調
査
が
強
行
さ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
後
、
当
時
と

し
て
は
理
想
的
と
思
わ
れ
た
社
会

民
主
主
義
体
制
を
標
榜
し
て
ワ
イ

マ
ー
ル
共
和
国
は
誕
生
し
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
世
界
恐

慌
や
過
酷
な
戦
時
賠
償
の
負
担
な

ど
か
ら
国
民
生
活
は
困
窮
に
追
い

込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
生
活
を
送
る
国
民
へ
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
的
な
一
見
居
心
地
の

良
さ
そ
う
な
政
策
を
掲
げ
た
政
党

が
、「
民
主
主
義
の
手
続
き
に

の
っ
と
っ
て
合
法
的
に
」、
そ
し

て
「
地
方
議
会
か
ら
」
勢
力
を
急

速
に
拡
大
し
、
国
政
選
挙
で
圧
倒

的
勝
利
を
収
め
た
の
ち
は
、
議
会

代
資
本
主
義
の
危
機
に
際
し
て
、

特
に
議
会
主
義
的
な
方
法
に
よ
っ

て
危
機
が
解
決
で
き
な
く
な
っ
た

時
期
に
際
し
て
、
現
れ
る
」
と
、

『
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
　「
独
裁

者
」
の
出
現
の
歴
史
的
背
景
』
に

は
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 （
政
策
部
会
理
事
・
飯
田
 哲
夫
）

制
民
主
主
義
を
消
滅

さ
せ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
　
そ
の
後
の
経
過
は

誰
も
が
よ
く
知
る
と

こ
ろ
で
す
が
、「
近

　
保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
は
２

月
　
日
、
大
阪
国
税
局
と
懇
談

１５
を
行
っ
た
。
当
日
は
安
藤
元
博

大
阪
協
会
副
理
事
長
・
保
団
連

副
会
長
、伴
貞
興
理
事
、冨
本
昌

之
大
阪
歯
科
協
会
副
理
事
長
・

早
田
寿
夫
理
事
、
内
田
亮
彦
京

都
協
会
副
理
事
長
、
事
務
局
合

わ
せ
て
　
人
が
参
加
し
た
。

１３

　
大
阪
国
税
局
か
ら
は
、
岡
本

和
之
総
務
課
長
補
佐
他
１
人
が

対
応
し
た
。

　
懇
談
は
、　
年
　
月
　
日
付

１１

１２

１９

け
で
提
出
し
た
「
税
務
行
政
の

改
善
を
求
め
る
要
望
書
」
で
改

善
を
求
め
た
　
項
目
に
基
づ
い

１４

て
進
め
ら
れ
た
。

　
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
で
長
年
要
求

し
て
い
る
、
調
査
時
の
立
会
、

録
音
に
つ
い
て
は
、
税
務
署
員

が
守
秘
義
務
違
反
に
問
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
認
め
ら
れ

な
い
と
い
う
従
来
通
り
の
回
答

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
税
理
士
以

外
の
立
ち
会
い
は
税
理
士
法
に

抵
触
す
る
た
め
認
め
ら
れ
な

い
。
カ
ル
テ
開
示
は
税
務
職
員

に
も
守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
協

力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
所
得

に
関
す
る
情
報
が
あ
れ
ば
、
納

税
者
の
理
解
と
協
力
の
も
と
で

カ
ル
テ
を
確
認
す
る
こ
と
に
な

る
と
回
答
し
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
近
ブ
ロ
参
加
者
か
ら
、
医

師
に
も
守
秘
義
務
が
あ
る
た

め
、
カ
ル
テ
開
示
を
拒
否
し
て

も
調
査
拒
否
と
み
な
さ
な
い
よ

う
求
め
た
。

　
不
当
な
調
査
が
行
わ
れ
た
際

に
は
、
調
査
担
当
官
の
上
司
で

あ
る
統
括
官
あ
る
い
は
国
税
局

総
務
課
ま
で
申
し
出
て
い
た
だ

け
ば
よ
い
と
し
た
。

　
国
税
通
則
法
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
で
、
調
査
現
場
に
及
ぼ

す
影
響
に
つ
い
て
質
し
た
と

こ
ろ
、
調
査
の
運
営
上
の
取

扱
い
は
現
在
、
国
税
庁
で
検

討
中
で
あ
る
た
め
明
確
な
回

答
は
で
き
な
い
が
、
２
０
１

３
年
１
月
１
日
以
降
の
調
査

か
ら
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
と
回
答
し
た
。
さ
ら
に
、

近
ブ
ロ
か
ら
は
、
国
税
通
則

法
に
あ
る
、
帳
票
類
の
「
提

示
」「
提
出
」「
留
め
置
き
」

の
定
義
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
よ
う
求
め
た
と
こ
ろ
、

関
係
部
署
に
依
頼
す
る
と
の

回
答
だ
っ
た
。

　
そ
の
他
、
税
務
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
に
あ
る
不
適
切
な
調
査

（
持
ち
帰
っ
た
書
類
を
失
く
し

た
事
例
、
故
意
に
未
収
金
に
し

て
い
る
と
い
う
発
言
、
診
療
報

酬
支
払
の
仕
組
み
に
つ
い
て
の

不
勉
強
な
事
例
）
に
つ
い
て
改

善
を
求
め
た
。

　
最
後
に
、
内
田
副
理
事
長
か

ら
、
紳
士
的
な
対
応
を
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
謝
辞
を

述
べ
、
医
療
は
患
者
と
の
信
頼

関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
、
税

務
署
も
善
良
な
納
税
者
と
の
信

頼
関
係
を
大
事
に
し
、
性
悪
説

で
は
な
く
性
善
説
に
立
っ
て
ほ

し
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

内
田
副
理
事
長（
前
列
中
央
）ら

が
臨
ん
だ
国
税
局
交
渉

保団連近ブロで国税局交渉
納税者との信頼関係に立った対応を

　
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
実

施
が
ほ
ぼ
１
年
延
期
さ
れ
て
い

た
社
会
保
険
診
療
報
酬
支
払
基

金
に
よ
る
突
合
・
縦
覧
点
検
が

３
月
請
求
分
（
２
月
診
療
分
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

来
の
調
剤
審
査
に
お
け
る
１
５

０
０
点
以
上
の
調
剤
レ
セ
プ
ト

と
い
う
制
限
は
設
け
ら
れ
な

い
。
ま
た
縦
覧
点
検
と
は
、
同

一
の
医
療
機
関
が
同
一
の
患
者

に
関
し
て
、
月
単
位
で
提
出
し

た
レ
セ
プ
ト
を
複
数
月
に
わ

た
っ
て
照
合
す
る
審
査
で
あ

る
。（
本
紙
２
７
７
９
号
既
報
）

　
基
金
資
料
に
よ
る
と
突
合
点

検
の
結
果
は
、
①
請
求
翌
月
に

医
療
機
関
に
連
絡
さ
れ
る
。
②

そ
れ
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は

「
処
方
せ
ん
内
容
不
一
致
連
絡

書
」
を
通
知
月
の
　
日
ま
で
に

１８

基
金
に
提
出
す
る
必
要
が
あ

る
。
③
そ
こ
で
基
金
は
保
険
薬

局
に
処
方
せ
ん
の
写
し
を
取
り

寄
せ
、
査
定
の
原
因
が
医
療
機

関
の
処
方
せ
ん
に
あ
る
の
か
薬

局
の
調
剤
に
あ
る
の
か
を
確
認

（
責
別
確
認
）す
る
。
④
そ
の
結

果
に
基
づ
き
、
医
療
機
関
ま
た

は
薬
局
の
請
求
翌
々
月
の
支
払

額
か
ら
減
額
分
を
調
整
す
る
こ

と
に
な
る
。（
詳
細
は
グ
リ
ー
ン

ペ
ー
パ
ー
添
１
８
６
に
掲
載
）

　
突
合
点
検
と
は
、
処
方
せ
ん

を
発
行
し
た
医
療
機
関
の
レ
セ

プ
ト
と
、
調
剤
し
た
薬
局
の
調

剤
レ
セ
プ
ト
と
を
、
患
者
単
位

で
照
合
す
る
審
査
で
あ
る
。
従

　
支
払
基
金
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
の
充
実
も
掲
げ
て
い

る
。
２
月
　
日
に
公
表
し
た
資

２７

料
（
上
図
）
に
よ
る
と
、
請
求

１
万
点
当
た
り
原
審
査
査
定
点

数
に
お
け
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

チ
ェ
ッ
ク
の
割
合
が
、
２
０
１

１
年
　
月
審
査
分
が
前
年
同
月

１２

比
で
６
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

て
　
・
４
％
と
な
っ
て
い
る
。

４５
　
留
意
す
べ
き
点
は
、
こ
こ
で

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
る
内
容
だ
。
①

「
点
検
条
件
本
部（
支
部
）設
定
」

は
、
基
金
本
部
ま
た
は
支
部
が

事
前
に
設
定
し
た
診
療
行
為
等

に
つ
い
て
の
傷
病
名
、
回
数

（
量
）
に
関
す
る
も
の
、
②
「
診

療
行
為
マ
ス
タ
チ
ェ
ッ
ク
」は
、

診
療
行
為
に
対
す
る
傷
病
名
の

適
応
、
③
「
電
子
点
数
表
」
は
、

告
示
及
び
通
知
に
よ
り
規
定
さ

れ
た
算
定
ル
ー
ル
の
内
容
を
電

子
情
報
テ
ー
ブ
ル
化
し
、
算
定

の
適
合
性
、
④
「
算
定
要
件
等
」

は
、
レ
セ
プ
ト
情
報
の
記
録
が

記
録
条
件
仕
様
に
適
合
し
て
い

る
か
、
ま
た
、
固
定
点
数
誤
り

が
な
い
か
等
、
⑤
「
医
薬
品

チ
ェ
ッ
ク
」
は
、
傷
病
名
と
医

薬
品
の
適
応
症
等
―
が
チ
ェ
ッ

ク
さ
れ
る
。

烏
羽

隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠
隠

 基
金
  突
合
・
縦
覧
点
検
が
ス
タ
ー
ト

拡
大
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ

 拡
大
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
チ
ェ
ッ
クク

請
求
時
に
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は

請求１万点当たり原審査査定点数におけるコンピュータチェックの効果
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例
年
の
年
賀
状
、
仕
事
の
忙

し
か
っ
た
頃
は
、
た
だ
も
う
相

手
の
名
前
を
見
る
の
が
精
一
杯

で
、
賀
状
を
当
方
が
落
と
し
て

い
な
い
か
、
調
べ
る
だ
け
だ
っ

た
時
代
も
あ
っ
た
。
賀
状
に
は

近
況
を
語
っ
た
か
な
り
長
文
の

文
章
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
連
載
で
散
々
書
い
た

松
江
高
校
の
松
村
博
の
娘
さ
ん

か
ら
の
賀
状
で
あ
る
。

　
谷
口
様
、
お
年
賀
状
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
お
送

り
下
さ
っ
た
御
本
も
父
が
喜
ん

で
お
り
ま
す
。
ご
心
配
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
父
は
、
入
院
７

年
と
な
り
、
視
力
も
低
下
し
て

お
り
ま
す
が
、
お
陰
様
で
健
康

状
態
の
方
は
落
ち
着
い
て
お
り

ま
す
。
元
旦
も
見
舞
い
に
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
谷
口
様

の
こ
と
を
憶
え
て
お
り
ま
し

て
、
宜
し
く
と
申
し
て
お
り
ま

し
た
。
ご
健
康
を
大
切
に
な

さ
っ
て
、
良
い
お
年
を
過
ご
さ

れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。

　
表
に
住
所
と
松
村
博
、
次

女
、
望
月
祐
子
と
記
し
て
あ

る
。
文
章
も
明
晰
だ
し
、
文
字

も
美
し
い
。

　
も
う
一
枚
賀
状
の
こ
と
。
住

所
は
岡
山
県
北
区
と
な
っ
て
い

る
が
、
横
に
こ
れ
も
た
だ
し
書

き
が
つ
い
て
い
る
。
石
川
県
の

娘
宅
に
て
、
と
あ
る
。
Ｎ
県
Ｙ

市
の
市
民
病
院
長
を
最
後
に
し

て
郷
里
に
住
ん
で
い
る
江
見
勇

で
あ
る
。
病
院
を
辞
し
て
し
ば

ら
く
名
誉
院
長
を
し
て
断
続
的

に
仕
事
を
し
て
い
た
ら
し
い
。

い
つ
か
ら
か
年
次
は
知
ら
な
い

が
全
く
郷
里
に
定
住
し
て
い
た

よ
う
だ
。
彼
は
ぼ
く
と
同
じ
、

昭
和
　
年
京
大
卒
の
同
級
生
で

２３

あ
る
。
た
だ
彼
は
満
大
の
学
生

で
引
き
揚
げ
者
で
途
中
か
ら
京

大
に
編
入
し
た
学
生
で
あ
る
。

そ
の
時
代
は
顔
は
見
知
っ
て
い

た
が
話
し
合
っ
た
記
憶
は
な

い
。
彼
と
親
し
く
な
っ
た
の

は
、
ぼ
く
が
開
業
医
生
活
に

入
っ
て
か
ら
だ
と
思
う
が
、
ぼ

く
の
い
た
丹
後
中
央
病
院
に
小

児
科
医
長
と
し
て
赴
任
し
て
か

ら
で
あ
る
。
当
時
ぼ
く
は
右
側

の
人
工
呼
吸
を
し
て
貰
い
に
、

月
に
１
回
か
２
回
、
病
院
に

通
っ
て
い
た
の
で
同
級
生
の
よ

し
み
も
あ
っ
て
急
速
に
親
し
く

な
っ
た
。
彼
は
勝
れ
た
小
児
科

医
で
あ
っ
た
と
思
う
。
技
量
は

抜
群
だ
っ
た
し
文
献
も
よ
く
調

べ
て
い
た
。
ぼ
く
は
全
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
基
礎
の
勉
強

を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
絶

え
ず
患
者
さ
ん
を
送
り
続
け
て

い
た
。

　
当
時
病
院
に
は
Ｔ
ち
ゃ
ん
と

呼
ば
れ
る
外
科
の
主
任
看
護
婦

（
現
在
の
師
）が
い
た
。
ぼ
く
よ

り
１
歳
年
長
だ
っ
た
と
思
う

が
、
外
科
医
長
の
井
上
先
生
の

手
術
の
助
手
を
勤
め
、
先
生
の

お
気
に
入
り
で
信
頼
を
受
け
て

い
た
。
ち
な
み
に
先
生
は
亡
く

な
ら
れ
た
が
、
奥
さ
ん
は
ま
だ

お
元
気
ら
し
く
、
そ
れ
こ
そ
今

年
も
賀
状
を
い
た
だ
い
た
。
宇

治
市
に
お
住
ま
い
で
、
お
年
は

　
歳
を
過
ぎ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

９０と
思
う
。
話
は
そ
れ
た
が
、
Ｔ

ち
ゃ
ん
は
熊
野
郡
、
現
在
の
京

丹
後
市
の
御
出
身
で
、
地
元
の

地
方
公
務
員
と
結
婚
さ
れ
る
と

の
噂
が
流
れ
て
い
た
。
ぼ
く
も

い
い
お
話
だ
と
思
っ
て
い
た

が
、
青
天
の
霹
靂
と
言
お
う

か
、
Ｔ
ち
ゃ
ん
は
江
見
と
結
婚

を
し
た
の
だ
っ
た
。
ぼ
く
は
こ

の
話
に
つ
い
て
は
何
も
江
見
と

は
話
を
し
て
い
な
い
。
友
人

（
？
）の
１
人
と
し
て
遠
慮
を
し

た
の
で
あ
る
。
実
は
ぼ
く
が
病

院
を
辞
め
た
あ
と
、
宮
津
町
在

住
で
中
学
同
級
生
の
吉
岡
均
二

が
丹
後
中
央
病
院
に
入
っ
た
。

ぼ
く
は
吉
岡
か
ら
江
見
の
結
婚

話
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
聞
い
た

が
、
吉
岡
も
余
り
く
わ
し
い
こ

と
を
知
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
や
が
て
江
見
は
大
学
の
教
室

に
移
り
、
ま
た
Ｎ
県
Ｙ
市
の
市

民
病
院
に
赴
任
し
た
と
聞
い

た
。
彼
は
そ
の
地
で
永
く
留
ま

り
、
や
が
て
院
長
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
彼
か
ら
直
接
聞
い
た
の

で
は
な
く
賀
状
に
よ
る
知
識
で

賀

状

 
賀
　
　

状
 

４
月
の
相
談

４
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０
◆
医
院
・
住
宅
新
（
改
）
築

　
４
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１１

　
担
当
＝
坂
本
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
４
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

１９

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
４
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１９

　
担
当
＝
莇
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
４
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１９

　
担
当
＝
本
宮
社
労
士

◆
経
　
営

　
４
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２５

　
担
当
＝
山
口
税
理
士

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 訃
　
報
 

　
若
林
俊
治
氏
（
享
年
　
、
下

６３

京
東
部
）
３
月
５
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

１０日
（火）労災

１０日
（火）

９日
（月）基金

国保
◎◎○

※○は受付窓口設置日、 ◎は締切日。 
　受付時間：基金 午前９時～午後５時３０分、国保 午前
　８時３０分～午後５時１５分、労災 午前９時～午後５時
※労災については、 ４月より締切を１０日としていますが、 ２０１２年９月ま
でにおいては、 経過措置期間として従来通り１２日まで受け付けます。 

４月のレセプト受取・締切

谷口　謙（北丹） 　  ＜10＞

あ
る
。
そ
れ
か
ら
何
年
位
た
っ

た
後
だ
ろ
う
か
、
夫
人
の
お
母

さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
風
の
便
り
に

聞
い
た
。
江
見
夫
妻
は
帰
っ
て

く
る
だ
ろ
う
な
あ
と
、
連
絡
を

心
待
ち
し
た
が
何
の
伝
言
も
な

か
っ
た
。
前
に
も
書
い
た
　
年
２３

卒
業
の
ク
ラ
ス
会
の
時
、
人
ご

み
の
中
、
江
見
が
通
っ
て
行
っ

た
。（
開
宴
前
の
待
ち
時
間
）

「
お
い
、
谷
口
は
お
ら
ん
か
。

お
ら
ん
か
。
ど
こ
だ
。
ど
こ

だ
」
江
見
は
ぼ
く
を
探
し
あ
て

た
。「
奥
さ
ん
は
元
気
？
」ぼ
く

は
問
い
か
け
た
。
江
見
は
、

「
そ
う
だ
。
そ
う
だ
。
ワ
イ
フ

か
ら
の
依
頼
だ
。
会
っ
た
ら
よ

ろ
し
く
言
っ
て
く
れ
と
頼
ま
れ

て
い
た
ん
だ
。
忘
れ
と
っ
た
ら

ひ
ど
く
叱
ら
れ
る
」

Ｔ
ち
ゃ
ん
こ
と
院
長
夫
人
は
元

気
ら
し
く
安
心
を
し
た
。
夫
人

の
母
親
の
葬
式
の
こ
と
を
聞
こ

う
か
と
思
っ
た
が
、
そ
れ
は
止

め
た
。

　
そ
れ
か
ら
何
年
位
た
っ
た
後

だ
ろ
う
か
。
ぼ
く
は
病
院
の
古

い
看
護
婦
さ
ん
の
１
人
か
ら
Ｔ

ち
ゃ
ん
の
死
亡
の
話
を
聞
い

た
。
こ
れ
は
驚
い
た
。
小
柄
で

元
気
で
仕
事
に
走
り
廻
っ
て
い

た
の
を
思
い
出
し
て
感
無
量

だ
っ
た
。
江
見
の
子
ど
も
は
娘

１
人
だ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
い
つ
ま
で
書
け
る
か
わ
か
ら

な
い
。
恥
ず
か
し
い
こ
と
も
、

悲
し
い
こ
と
も
書
い
て
お
こ

う
。
無
名
の
物
書
き
の
他
愛
も

な
い
あ
か
し
の
一
つ
だ
。

第６４３回（１／２８）最近の画像診断の進歩
講師：独立行政法人京都市立病院機構　京都市立病院放射線科部長　早川 克己氏

技術進歩のすばらしさに感銘
社 保 研

レポート

講
演
す
る
早
川
克
己
氏

　
１
９
７
０
年
に
卒
業
し
た
小

生
は
、
単
純
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
画
像
診
断

で
あ
っ
た
。
時
に
Ｘ
線
断
層
撮

影
の
ぶ
れ
た
よ
う
な
像
も
見
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
発
達
に
よ
り
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
が

出
現
し
、
臓
器
の
横
断
像
が
鮮

明
に
映
し
出
さ
れ
た
の
に
驚
愕

し
た
記
憶
が
あ
る
。
し
か
し
軟

部
組
織
病
変
の
診
断
は
難
し

く
、
か
な
り
の
勉
強
と
習
熟
が

要
求
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｔ
出
現
後
　１０

年
位
し
て
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
登
場
、
骨

軟
部
組
織
も
見
事
に
多
方
向
撮

影
さ
れ
、
撮
像
条
件
と
輝
度
変

化
で
病
変
の
質
ま
で
が
診
断
可

能
に
な
っ
た
。
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
磁
気

に
よ
る
撮
影
だ
が
、
そ
の
原
理

は
難
し
い
。
し
か
し
今
ま
で

も
っ
と
も
見
え
な
か
っ
た
脳
な

ど
の
中
枢
神
経
を
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は

最
も
よ
く
見
え
る
臓
器
に
し

た
。
　
Ｃ
Ｔ
は
撮
像
台
を
動
か
し
な

が
ら
短
時
間
に
広
範
囲
を
撮
影

で
き
る
ヘ
リ
カ
ル
Ｃ
Ｔ
か
ら
、

こ
れ
に
多
数
の
検
出
器
を
つ
け

た

M
ulti-D

etector
C

 
 
      
        
 T

 

（
Ｍ
Ｄ
倆
Ｃ
Ｔ
）
に
発
展
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
最
近
の
画
像
診

断
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
Ｍ
Ｄ
倆
Ｃ
Ｔ
と

著
し
く
進
ん
で
い
る
。
し
か
し

進
歩
が
早
す
ぎ
て
専
門
外
の
者

は
困
惑
す
る
。

　
そ
ん
な
わ
け
で
今
回
の
企
画

は
ま
こ
と
に
時
機
を
得
た
も
の

と
思
わ
れ
た
。
早
川
先
生
に
は

京
都
市
立
病
院
で
実
際
に
行
わ

れ
て
い
る
最
新
の
画
像
診
断
の

一
端
を
お
話
し
い
た
だ
け
た
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
拡
散
テ
ン
ソ

ル
画
像

　
拡
散
テ
ン
ソ
ル
画
像
で
は
神

経
線
維
の
走
行
が
描
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

医
学
生
時
代
に
解

剖
学
で
神
経
線
維

の
走
行
を
記
憶
す

る
の
に
苦
労
し
た

が
、
そ
れ
が
人
で

描
出
さ
れ
る
時
代

と
な
っ
た
。
京
都

市
立
病
院
で
は
こ

の
拡
散
テ
ン
ソ
ル
画
像
を
運
動

障
害
児
に
用
い
て
診
断
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。
拡
散
テ
ン
ソ
ル

画
像
は
脳
腫
瘍
手
術
に
応
用
す

れ
ば
重
要
な
神
経
線
維
損
傷
を

避
け
得
る
よ
う
だ
。

３
Ｄ
倆
Ｃ
Ｔ
ア
ン
ギ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ー（
Ｃ
Ｔ
Ａ
）の
技
術

　
冠
動
脈
造
影
や
脳
血
管
造
影

は
　
列
Ｍ
Ｄ
倆
Ｃ
Ｔ
で
静
脈
投

６４
与
に
よ
る
ア
ン
ギ
オ
グ
ラ

フ
ィ
ー
が
一
般
的
と
な
り
、
市

立
病
院
も
さ
れ
て
い
る
。

　
動
脈
流
の
遅
い
透
析
シ
ャ
ン

ト
の
狭
窄
例
に
Ｃ
Ｔ
ア
ン
ギ
オ

グ
ラ
フ
ィ
ー
を
用
い
て
血
流
状

態
を
入
れ
た
血
管
造
影
を
示
さ

れ
た
。
そ
の
造
影
像
は
ア
ト
ラ

ス
を
見
る
が
ご
と
く
多
方
向
か

ら
の
血
管
と
血
液
の
流
れ
を
示

さ
れ
た
。
こ
の
方
法
は
透
析

シ
ャ
ン
ト
狭
窄
ば
か
り
で
な

く
、
四
肢
の
抹
消
血
管
の
狭
窄

に
も
応
用
可
能
だ
ろ
う
。

救
急
疾
患
に
対
す
る
Ｃ

Ｔ
の
診
断
と
Ｉ
Ｖ
Ｒ

　
急
性
腹
症
は
時
間
外
新
患
で

こ
れ
ま
で
の
臨
床
デ
ー
タ
が

ま
っ
た
く
な
く
、
し
か
も
治
療

は
寸
刻
を
争
う
最
悪
の
シ
ナ
リ

オ
が
多
い
。
こ
の
急
性
腹
症
に

造
影
剤
を
静
注
し
て
腹
部
Ｃ
Ｔ

を
撮
影
し
て
遊
離
ガ
ス
の
位
置

と
腸
管
粘
膜
の
染
ま
り
を
診
て

穿
孔
部
位
（
消
化
管
の
上
部
か

下
部
か
？
）、
腸
管
虚
血
を
診

て
小
腸
閉
塞
症
、
上
腸
間
膜
動

脈
血
栓
塞
栓
症
、
造
影
剤
流

出
？
な
ど
Ｃ
Ｔ
を
詳
細
に
診
る

こ
と
に
よ
り
的
確
な
診
断
が
で

き
、
迅
速
に
治
療
方
針
が
決
定

で
き
る
。

　
こ
れ
に
は
相
当
の
勉
強
を
要

す
る
が
、
多
数
の
症
例
を
示
し

て
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ

た
。
　
聴
衆
一
同
、
最
近
の
画
像
診

断
の
す
ば
ら
し
さ
に
感
銘
し

た
。 （
中
京
西
部
・
岩
破
 康
博
）

因
姻

鰯
鰯
鰯
鰯
鰯

　
京
都
府
が
５
年
ぶ
り
に
子
育

て
支
援
医
療
制
度
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
伴
い
、
多
く
の
市
町

村
で
独
自
制
度
の
拡
充
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。

　
府
は
小
学
生
の
通
院
医
療
費

の
月
３
０
０
０
円
超
額
を
償
還

で
助
成
す
る
。
従
来
よ
り
３
歳

～
就
学
前
で
行
っ
て
い
た
も
の

を
延
長
し
た
か
た
ち
だ
。
こ
れ

を
受
け
て
京
都
市
は
９
月
か
ら

同
様
の
制
度
を
実
施
す
る
。

　
向
日
市
、
長
岡
京
市
、
宇
治

市
は
４
歳
～
就
学
前
ま
で
の
償

還
部
分
を
現
物
給
付
（
１
医
療

機
関
当
た
り
月
２
０
０
円
負

担
）
と
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
京

都
市
以
外
の
府
内
市
町
村
で

は
、
就
学
前
ま
で
月
２
０
０
円

負
担
で
の
助
成
と
な
る
。

　
ま
た
、京
田
辺
市
、木
津
川
市

は
小
学
校
卒
業
ま
で
現
物
給
付

を
拡
げ
る
。
亀
岡
市
は
中
学
生

の
入
院
を
現
物
給
付
と
す
る
。

城
陽
市
は
３
年
か
け
て
小
３
ま

で
現
物
給
付
を
拡
げ
た
。

　
協
会
は
、
経
済
的
事
情
で
子

ど
も
が
医
療
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ど
こ
に

住
ん
で
い
て
も
無
料
で
か
か
れ

る
よ
う
に
求
め
て
き
た
。
こ
の

取
り
組
み
で
市
民
や
自
治
体
の

理
解
が
進
み
、
自
治
体
の
努
力

で
制
度
の
拡
充
が
ま
た
一
歩
進

ん
だ
。
一
方
で
、
コ
ン
ビ
ニ
受

診
な
ど
を
不
安
視
す
る
声
も
あ

る
。
子
ど
も
の
受
療
権
を
守
る

の
と
同
時
に
、
提
供
す
る
医
療

機
関
、
自
治
体
の
制
度
も
守
ら

ね
ば
な
ら
な
い
。
住
民
、
自
治

体
、
医
療
者
の
地
道
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

府
が
５
年
ぶ
り
、小
卒
ま
で
引
上
げ
へ

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
　
各
地
で
拡
充
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